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戦
争
体
験
の
継
承

横
浜
の
戦
争
を
め
ぐ
る
記
録
は
、
空
襲
や

学
童
疎
開
を
中
心
に
調
査
・
収
集
さ
れ
、『
横

浜
の
空
襲
と
戦
災
』
全
六
冊
（
横
浜
市
、
一

九
七
五
年
〜
一
九
七
七
年
）
や
『
横
浜
市
の

学
童
疎
開
』（
横
浜
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九

六
年
）
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
、
体
験
記
や
手
記
は
、
年
数
を
経
て
も
失

わ
れ
な
い
鮮
明
な
記
憶
が
、
そ
の
体
験
の
鮮

烈
さ
を
改
め
て
訴
え
か
け
て
く
る
。

一
方
、
軍
の
部
隊
や
兵
士
の
記
録
は
、
横

浜
で
は
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

の
要
因
の
一
つ
は
、
一
九
四
一（
昭
和
一
六
）

年
ま
で
横
浜
に
は
連
隊
区
司
令
部
が
置
か
れ

ず
、
連
隊
の
駐
屯
も
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
連
隊
史
の
よ
う
に
、
横
浜
出
身

の
兵
士
の
記
録
を
意
識
的
に
集
め
て
紹
介
し

よ
う
と
い
う
動
き
も
少
な
か
っ
た
。

来
年
に
は
戦
後
七
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
す

る
現
在
、
戦
争
の
体
験
を
語
る
こ
と
が
で
き

る
方
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
兵

士
と
し
て
の
体
験
を
持
つ
方
々
の
多
く
は
、

す
で
に
九
〇
歳
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

兵
士
と
し
て
の
戦
争
体
験
の
話
し
を
う
か
が

う
に
は
、
時
機
を
逸
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
こ
の
間
、
体
系
的
な
調
査
を

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
横
浜

の
近
現
代
史
を
調
査
研
究
す
る
機
関
に
勤
め

る
者
と
し
て
責
任
を
感
じ
る
。

し
か
し
、
こ
の
間
に
も
、
兵
士
と
し
て
の

戦
争
体
験
や
関
連
資
料
の
提
供
が
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て
『
横
浜

の
空
襲
と
戦
災
』
編
集
時
に
は
、
複
数
の
方

か
ら
軍
服
や
軍
隊
手
帳
、
記
念
品
、
写
真
の

他
、
千
人
針
や
寄
せ
書
き
入
り
の
日
の
丸
、

慰
問
袋
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
、
横
浜
の
空
襲
を

記
録
す
る
会
を
経
て
、「
横
浜
の
空
襲
と
戦

災
関
連
資
料
」
と
し
て
現
在
当
市
史
資
料
室

が
所
蔵
し
て
い
る
。

高
射
砲
陣
地
を
め
ぐ
る
証
言

ま
た
、『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
編
集
時
に
も
、

元
兵
士
で
あ
っ
た
方
か
ら
貴
重
な
写
真
や
証

言
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
通
史
の
記
述
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
た
。
野
毛
山
の
高
射
砲
陣

地
構
築
に
当
た
っ
た
長
野
県
出
身
の
元
砲
兵

少
尉
清
水
信
氏
は
、
そ
の
際
の
写
真
を
手
元

に
保
存
し
て
お
り
、
横
浜
市
に
提
供
を
申
し

出
ら
れ
た
。

高
射
砲
陣
地
は
、
市
内
に
一
五
ヶ
所
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
個
々
の
陣
地
に
関
す
る
資
料

が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
、
清
水
氏
は
、
市
内
で

最
も
早
く
高
射
砲
陣
地
が
構
築
さ
れ
た
野
毛

山
に
つ
い
て
、
写
真
と
共
に
証
言
を
寄
せ
て

下
さ
っ
た
。
野
毛
山
の
高
射
砲
陣
地
構
築
の

経
緯
は
、
こ
の
証
言
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
。

清
水
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
一
年
八
月
か

ら
、
一
個
中
隊
が
陣
地
構
築
と
戦
闘
訓
練
に

当
た
り
、
当
時
野
毛
山
に
あ
っ
た
野
沢
屋
の

社
員
寮
を
宿
舎
と
し
た
。
清
水
氏
自
身
は
翌

四
二
年
初
め
、
船
舶
高
射
砲
部
隊
に
転
属
し

南
方
を
転
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
そ

の
後
の
野
毛
山
や
横
浜
の

様
子
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
が
、
野
毛
山
は
横
浜
の

高
射
砲
部
隊
の
拠
点
と
な

っ
て
い
く
。

高
射
砲
陣
地
に
つ
い
て

は
、
も
う
一
つ
貴
重
な
証

言
が
あ
る
。
横
浜
市
南
区

平
楽
出
身
で
当
時
東
大
の

学
生
だ
っ
た
田
実
博
氏
は
、

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）

年
一
二
月
、
学
徒
出
陣
で
横
浜
の
高
射
砲
部

隊
（
東
部
第
四
一
〇
一
部
隊
）
に
入
営
し
た
。

そ
の
戦
中
・
戦
後
の
体
験
を
、
本
に
ま
と
め

て
刊
行
し
て
い
る
（『
瑞
穂
陣
地
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
、
二
〇
〇
九
年
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、

田
実
氏
は
野
毛
山
高
射
砲
陣
地
、
さ
ら
に
千

葉
県
国
府
台
で
の
訓
練
を
経
て
、
一
九
四
四

年
一
一
月
に
第
四
一
〇
一
部
隊
本
部
（
高
射

砲
第
一
一
七
連
隊
）
に
配
属
さ
れ
、
横
浜
に

戻
っ
て
き
た
。
そ
し
て
翌
年
二
月
に
は
瑞
穂

埠
頭
の
高
射
砲
部
隊
に
転
属
と
な
り
、
そ
こ

で
敗
戦
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
間
の
経
緯
を
、
自
身
の
体
験
と
感
想
・

印
象
を
交
え
て
、
率
直
に
記
述
し
て
い
る
。

野
毛
山
の
高
射
砲
陣
地
に
つ
い
て
の
描
写
は
、

清
水
氏
か
ら
二
年
後
の
様
子
を
示
し
て
い
る

が
、
水
道
の
配
水
池
の
周
囲
に
高
射
砲
が
置

か
れ
、
宿
舎
が
や
は
り
野
沢
屋
の
寮
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
、
一
致
す
る
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
瑞
穂
埠
頭
の
高
射
砲
陣
地
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
資
料
が
な
か
っ
た
が
、
戦
時

中
の
様
子
を
田
実
氏
の
証
言
は
初
め
て
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
完
成
後
間
も
な
く
戦
時
体

制
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
埠
頭
は
、
枯
れ
草
に
覆
わ
れ
た
広

大
な
埋
立
地
で
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進

ん
だ
所
に
、
兵
舎
と
高
射
砲
が
配
置
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。
今
の
と
こ
ろ
、
瑞
穂
埠
頭
に

あ
っ
た
高
射
砲
陣
地
の
実
際
を
示
す
唯
一
の

証
言
で
あ
る
。

そ
し
て
、
四
月
の
鶴
見
・
川
崎
方
面
の
空

襲
を
瑞
穂
陣
地
で
迎
え
撃
っ
た
こ
と
、
五
月

二
九
日
に
は
新
兵
を
連
れ
て
の
作
業
の
た
め

野
毛
山
に
行
っ
て
い
て
、
空
襲
に
遭
遇
し
た

こ
と
な
ど
が
生
々
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
戦
後
の
米
軍
進

駐
に
当
た
っ
て
の
経
緯
で
あ
る
。
田
実
氏
ら

は
、
米
軍
へ
の
引
き
渡
し
を
命
じ
ら
れ
て
居

残
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
田
実
氏
が
病
気

の
母
の
容
態
悪
化
で
い
っ
た
ん
部
隊
を
離
れ

て
い
る
間
の
三
〇
日
に
、
す
で
に
米
軍
が
進

駐
し
て
お
り
、
瑞
穂
に
戻
っ
た
田
実
氏
は
中

に
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
自
宅
で
連
絡

を
受
け
て
九
月
二
日
子
安
の
高
射
砲
陣
地
に

集
合
し
た
後
、
そ
こ
で
瑞
穂
の
居
残
り
部
隊

も
正
式
に
解
散
と
な
っ
た
。
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こ
の
間
に
遭
遇
し
た
米
軍
の
様
子
や
、
強

力
な
一
二
セ
ン
チ
砲
（
一
二
高
）
が
配
備
さ

れ
て
い
た
子
安
の
高
射
砲
陣
地
の
様
子
も
貴

重
な
証
言
で
あ
る
。
規
律
が
あ
っ
て
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
さ
な
か
っ
た
米
兵
の
様
子

や
、
米
軍
の
ジ
ー
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
・
ト
レ
ー

ラ
ー
の
優
秀
性
や
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、
率
直
に
語
っ
て
い
る
。

戦
艦
武
蔵
乗
組
員
の
体
験

一
方
、『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
の
編
集
を
終
え
、

横
浜
市
史
資
料
室
が
公
開
施
設
と
し
て
二
〇

〇
八
年
に
開
室
し
て
以
降
、
毎
年
横
浜
大
空

襲
の
五
月
二
九
日
や
八
月
一
五
日
を
迎
え
る

に
当
た
っ
て
、『
市
史
通
信
』
に
関
連
の
論

稿
を
掲
載
し
た
り
、
関
連
展
示
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
度
に
様
々
な
反
響
が
あ
り
、
少
数

な
が
ら
も
自
身
が
兵
士
と
し
て
戦
争
に
参
加

さ
れ
た
方
の
情
報
提
供
も
い
た
だ
い
た
。

な
か
で
も
、
戦
艦
武
蔵
の
生
き
残
り
の
一

人
佐
藤
健
輔
氏
の
体
験
は
た
い
へ
ん
貴
重
な

も
の
で
あ
っ
た
。
佐
藤
氏
は
残
念
な
が
ら
二

〇
一
一
年
暮
八
八
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
が
、
当
時
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
保
存
協
会
史
実

調
査
委
員
会
の
日
本
側
委
員
と
し
て
、
日
本

で
の
調
査
に
当
た
っ
て
お
り
、
当
横
浜
市
史

資
料
室
に
も
そ
の
調
査
の
一
環
で
来
室
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
佐
藤
氏
の
調
査
に
協
力
す
る

一
方
、
佐
藤
氏
か
ら
も
様
々
な
資
料
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
。
そ
の
な
か
に
、『
ハ
ワ
イ

報
知
』（
一
九
八
七
年
一
月
一
日
）
に
掲
載
さ

れ
た
佐
藤
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
あ
る
。

以
下
、
主
に
こ
の
記
事
を
も
と
に
佐
藤
氏
の

経
歴
と
体
験
を
紹
介
す
る
。

佐
藤
健
輔
氏
は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

年
に
横
浜
で
生
ま
れ
、
本
町
小
学
校
を
卒
業
、

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
五
月
に
横
須
賀

海
兵
団
に
入
団
、
海
軍
砲
術
学
校
で
訓
練
を

受
け
た
後
、
一
九
四
三
年
五
月
に
対
空
機
銃

の
射
手
と
し
て
戦
艦
武
蔵
に
乗
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
一
〇
月
、
レ
イ
テ

沖
海
戦
に
参
加
し
て
、
シ
ブ
ヤ
ン
海
で
艦
と

共
に
海
に
沈
ん
だ
が
、
浮
遊
物
に
つ
か
ま
っ

て
助
か
っ
た
。

乗
組
員
約
二
四
〇
〇
人
の
内
一
四
〇
〇
人

程
が
救
助
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
帰
国
で

き
ず
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
守
備
隊
と
し
て
残
さ
れ
、

多
数
の
戦
死
者
を
出
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

一
部
は
帰
国
を
許
さ
れ
た
が
、
帰
国
途
上
の

輸
送
船
サ
ン
ト
ス
丸
は
米
潜
水
艦
に
よ
っ
て

撃
沈
さ
れ
、
三
〇
〇
人
ほ
ど
が
犠
牲
に
な
っ

た
。
佐
藤
氏
が
乗
り
込
ん
だ
空
母
隼
鷹
も
潜

水
艦
の
攻
撃
を
受
け
て
、
魚
雷
二
本
が
命
中

し
た
が
沈
没
を
ま
ぬ
が
れ
、
か
ろ
う
じ
て
佐

世
保
に
入
港
し
た
。

結
局
、
戦
艦
武
蔵
の
生
存
者
の
多
く
が
終

戦
ま
で
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
佐
藤
氏
は
戦

後
ま
で
生
き
残
っ
た
限
ら
れ
た
生
存
者
の
一

人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の

軍
が
戦
艦
武
蔵
の
撃
沈
を
隠
す
た
め
に
、
生

存
者
を
隔
離
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
末
に
な
ん
と
か
帰
国
し
た
佐

藤
氏
は
横
須
賀
海
兵
団
に
戻
り
、
逗
子
小
坪

砲
台
に
配
属
さ
れ
、
終
戦
ま
で
そ
こ
に
い
た
。

披
露
山
に
あ
っ
た
と
い
う
小
坪
砲
台
跡
は
、

現
在
披
露
山
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
終
戦
を

迎
え
た
小
坪
砲
台
の
将
兵
一
〇
八
人
の
名
簿

が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
写
し
を
佐
藤
氏
か

ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
名
簿
の

な
か
に
横
浜
市
磯
子
の
加
藤
増
吉
と
い
う
名

が
あ
る
。
美
空
ひ
ば
り
の
実
父
で
あ
る
。

戦
艦
武
蔵
の
生
き
残
り
と
し
て
過
酷
な
運

命
を
歩
ん
だ
た
め
か
、
戦
後
、
佐
藤
氏
は
か

つ
て
の
敵
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
元
軍
人
た
ち

と
、
敵
味
方
を
超
え
た
交
流
を
重
ね
た
。
そ

し
て
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
保
存
協
会
史
実
調
査

委
員
会
設
立
に
、
日
本
側
の
一
員
と
し
て
参

加
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

黒
潮
部
隊
の
現
実

こ
の
佐
藤
氏
か
ら
、
通
称
「
黒
潮
部
隊
」

に
所
属
し
て
い
た
方
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
。
こ
の
部
隊
は
海
軍
の
特
設
監
視
艇
隊
で
、

正
式
に
は
第
二
二
戦
隊
と
い
い
、
横
浜
に
本

部
が
あ
っ
た
。
特
設
監
視
艇
隊
は
、
艦
艇
が

不
足
す
る
状
況
の
な
か
、
遠
洋
漁
船
を
徴
発

し
て
改
装
し
、
敵
の
飛
行
機
と
艦
船
を
監
視

す
る
任
務
を
負
っ
て
い
た
。
元
々
は
漁
船
で

あ
っ
た
た
め
、
武
器
も
装
甲
も
貧
弱
で
、
敵

を
発
見
し
て
通
報
す
る
か
し
な
い
か
の
間
に
、

見
つ
け
た
敵
の
攻
撃
を
受
け
て
乗
員
が
負

傷
・
死
亡
し
た
り
、
撃
沈
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

こ
の
黒
潮
部
隊
に
一
九
四
五
年
五
月
に
配

属
さ
れ
た
宮
腰
順
一
朗
氏
は
、
一
九
四
三
年

五
月
に
志
願
兵
と
し
て
横
須
賀
海
兵
団
に
入

団
、
戦
艦
武
蔵
の
機
銃
手
を
経
て
内
地
勤
務

に
移
っ
た
。
武
蔵
沈
没
時
に
乗
艦
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
黒
潮
部
隊
に
配

属
さ
れ
て
間
も
な
く
、
五
月
二
九
日
の
横
浜

大
空
襲
に
遭
遇
す
る
。
山
下
公
園
前
の
香
港

上
海
銀
行
の
屋
上
か
ら
、
空
襲
の
様
子
を
眺

め
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
戦
争
末
期
の
黒
潮
部
隊
の
様
子
に

つ
い
て
は
、
年
配
の
応
召
兵
が
多
く
、
大
桟

橋
な
ど
に
ム
シ
ロ
を
広
げ
て
海
水
を
く
み
上

げ
て
塩
を
作
っ
た
り
、
山
下
公
園
で
炭
を
焼

い
た
り
、
空
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
た

り
と
、
お
よ
そ
戦
争
と
は
か
け
離
れ
た
様
子

で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

出
撃
し
た
黒
潮
部
隊
の
艦
艇
や
乗
員
は
大
き

な
犠
牲
を
出
し
、
四
月
・
五
月
だ
け
で
沈
没

二
九
隻
を
数
え
て
い
る
。

黒
潮
部
隊
の
他
に
、
横
浜
に
拠
点
を
置
い

た
部
隊
に
横
浜
港
湾
警
備
隊
が
あ
る
。
本
部

を
横
浜
生
糸
検
査
所
に
置
き
、
橘
隊
・
桜
隊

に
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
山
手
女
学
院
・
横

浜
共
立
学
園
を
宿
舎
と
し
て
い
た
。
横
浜
港

の
警
備
の
他
、
徴
用
商
船
を
使
っ
て
兵
員
輸

送
に
も
当
た
り
、
と
く
に
南
方
へ
の
兵
員
輸

海兵団入団　軍艦翔鶴進水記念絵葉書　1939年6月
横浜の空襲と戦災関連資料
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送
の
際
に
大
き
な
犠
牲
を
出
し
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
横
浜
に
は
駐
屯
す
る
連
隊

が
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
憲
兵
隊
、
陸
軍
警

備
隊
と
高
射
砲
部
隊
が
配
置
さ
れ
、
ま
た
黒

潮
部
隊
や
横
浜
港
湾
警
備
隊
な
ど
海
軍
部
隊

が
配
置
さ
れ
る
と
共
に
、
山
下
公
園
一
帯
や

港
湾
施
設
に
多
く
の
海
軍
施
設
が
あ
っ
た
。

海
軍
軍
需
部
を
め
ぐ
る
証
言

海
軍
施
設
の
内
、
軍
需
部
に
関
す
る
証
言

を
今
年
に
入
っ
て
お
二
人
か
ら
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
お
一
人
は
、
今
年
一
〇

〇
歳
を
迎
え
た
元
海
軍
兵
士
で
あ
る
。
現
さ

い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
出
身
の
深
井
三
一

（
み
つ
か
ず
）氏
は
、
一
九
一
四（
大
正
三
）

年
一
月
生
ま
れ
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）

年
頃
か
ら
、
子
安
の
日
産
に
勤
め
て
い
た
が
、

一
九
四
四
年
に
招
集
さ
れ
、
横
須
賀
の
海
兵

団
に
入
団
し
た
。
南
方
へ
派
遣
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
船
も
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
内

地
勤
務
の
新
た
な
部
隊
が
編
成
さ
れ
て
、
運

転
手
と
し
て
物
資
の
調
達
に
当
た
っ
て
い
た
。

戸
塚
に
宿
舎
が
あ
り
、
一
九
四
五
年
五
月

二
九
日
に
は
物
資
の
調
達
に
向
か
う
途
中
横

浜
大
空
襲
に
遭
遇
し
た
。
山
下
公
園
に
さ
し

か
か
っ
た
所
で
空
襲
警
報
が
鳴
り
、
ト
ラ
ッ

ク
を
止
め
て
山
下
公
園
の
中
の
防
空
壕
に
飛

び
込
ん
だ
。
初
め
て
空
襲
に
遭
遇
し
た
の
で
、

好
奇
心
で
の
ぞ
こ
う
と
し
た
が
、
上
官
に
止

め
ら
れ
、
夕
方
ま
で
防
空
壕
に
こ
も
っ
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
宿
舎
に
戻
ろ
う
と
し
た
が
、

道
路
に
は
が
れ
き
が
散
乱
し
、
死
体
も
あ
り
、

電
線
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
が

通
れ
る
道
を
探
り
な
が
ら
戻
っ
た
と
い
う
。

深
井
氏
の
所
属
し
た
部
隊
は
、
長
野
県
で

の
飛
行
場
建
設
の
任
務
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

本
土
決
戦
に
備
え
て
、
迎
撃
機
や
特
攻
機
を

配
備
し
た
秘
匿
飛
行
場
を
各
地
に
作
ろ
う
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
深
井
氏
ら
は
横
浜
大

空
襲
の
直
後
、六
月
に
長
野
県
の
岩
村
田（
現

佐
久
市
）
に
移
り
、
元
長
野
県
種
馬
所
牧
草

地
で
飛
行
場
の
造
成
作
業
を
行
っ
た
。

八
月
一
五
日
に
は
、
物
資
の
調
達
の
た
め

か
、
横
須
賀
の
軍
需
部
に
ト
ラ
ッ
ク
で
向
か

っ
た
。
そ
の
途
中
、
未
明
に
空
襲
を
受
け
た

熊
谷
を
通
過
し
て
焼
け
跡
を
目
撃
し
た
。
こ

の
日
、
横
須
賀
で
玉
音
放
送
を
聞
い
た
が
、

部
隊
は
直
ぐ
に
解
散
し
な
い
と
い
う
の
で
、

米
五
俵
を
受
け
取
り
長
野
に
戻
っ
た
。
そ
の

後
、
一
〇
月
ま
で
長
野
に
留
ま
り
、
米
軍
の

進
駐
を
待
っ
て
解
散
し
、
帰
郷
し
た
。

横
浜
の
海
軍
軍
需
部
施
設

海
軍
軍
需
部
の
施
設
は
、
横
浜
に
も
あ
っ

た
。
物
資
貯
蔵
の
た
め
の
倉
庫
も
、
各
所
に

あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
横
浜
の
海
軍
軍
需
部

の
施
設
に
勤
め
て
い
た
松
本
一
雄
氏
が
、
今

年
の
春
『
神
奈
川
新
聞
』
に
そ
の
体
験
を
投

稿
し
た
（
四
月
二
一
日
）。
新
港
埠
頭
の
一

画
に
あ
っ
た
軍
需
部
の
施
設
に
勤
め
て
い
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
直
接
ご
本
人

か
ら
お
話
し
を
聞
く
機
会
を
得
て
、「
戦

い
・
敗
れ
・
そ
し
て
我
が
人
生
」
と
題
し
て
、

ご
自
身
の
体
験
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
以
下
は
、
そ
の
記
述
に
よ
る
。

松
本
氏
は
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
横
浜

市
南
区
南
太
田
の
生
ま
れ
、
海
軍
航
空
隊
の

予
科
練
に
憧
れ
て
受
験
し
た
が
失
敗
し
、
一

五
歳
で
軍
属
と
し
て
海
軍
軍
需
部
に
勤
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
四
月
頃
、
新

港
埠
頭
の
軍
需
部
施
設
に
配
属
さ
れ
、
下
士

官
室
当
番
と
し
て
下
士
官
た
ち
の
身
の
回
り

の
世
話
を
し
、
一
方
軍
事
教
練
な
ど
も
受
け

た
と
い
う
。
物
資
の
引
き
渡
し
に
も
立
ち
会

い
、
各
所
の
保
管
場
所
に
も
行
っ
た
。
そ
の

中
で
も
根
岸
競
馬
場
に
は
、「
牛
缶
・
ク
ジ

ラ
の
缶
詰
な
ど
の
高
級
品
が
沢
山
保
管
し
て

あ
っ
た
」
と
い
う
。
先
の
深
井
氏
も
、
当
時

の
海
軍
軍
需
部
に
は
米
を
は
じ
め
と
し
た
食

料
品
が
豊
富
に
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。

  
当
初
は
自
宅
か
ら
通
っ
て
い
て
、
五
月
二

九
日
は
た
ま
た
ま
風
邪
で
休
み
を
取
り
、
自

宅
で
空
襲
に
遭
遇
し
た
。
家
族
は
近
く
の
清

水
ヶ
丘
の
墓
地
に
逃
げ
て
助
か
っ
た
が
、
自

宅
は
全
焼
し
た
。
そ
の
た
め
、
家
族
は
近
所

の
避
難
場
所
で
仮
住
ま
い
、
自
身
は
新
港
埠

頭
の
軍
需
部
で
寝
泊
ま
り
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
八
月
一
五
日
そ
こ
で
玉
音
放
送
を
聞
く

が
、
軍
需
部
の
兵
隊
た
ち
は
敗
戦
を
信
じ
ず
、

軍
用
車
に
乗
り
込
ん
で
「
負
け
て
い
な
い
、

負
け
て
い
な
い
、
こ
れ
か
ら
だ
、
本
土
決
戦

だ
。」
と
街
中
を
触
れ
回
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
敗
戦
の
事
実
は
変
わ
ら
ず
、
残

務
整
理
に
当
た
り
、
乾
燥
餅
な
ど
多
少
残
っ

て
い
た
食
料
品
の
分
配
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

米
軍
進
駐
の
日
、
万
国
橋
に
米
兵
と
日
本
の

警
官
が
並
ぶ
中
を
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
松
本
氏
の
証
言
は
、
新
港
埠
頭
に
軍

需
部
の
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
横
浜
港
の
各
所
や
山
下
町
・
山
下

公
園
に
様
々
な
海
軍
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
確
な
位

置
や
組
織
・
施
設
の
名
称
な
ど
は
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
根
岸
競
馬
場
の
観
覧

席
下
に
、
戦
時
中
海
軍
の
印
刷
所
が
あ
っ
た

が
、
物
資
の
貯
蔵
所
が
あ
っ
た
事
実
は
松
本

氏
の
証
言
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
い

ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

事
実
に
関
す
る
貴
重
な
証
言
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
空
襲
や
戦
争
の
実
際
は

体
験
し
た
当
事
者
の
証
言
に
よ
ら
な
け
れ
ば

伝
わ
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
。
そ
の
上
、
軍

関
係
の
資
料
は
限
ら
れ
て
お
り
、
部
隊
や
施

設
に
関
す
る
情
報
も
こ
う
し
た
証
言
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

元
Ｂ
29
搭
乗
員
を
め
ぐ
っ
て

戦
争
の
当
事
者
と
い
う
点
で
大
変
興
味
深

い
資
料
が
、
昨
年
寄
贈
さ
れ
た
。
前
号
の『
市

史
通
信
』
で
も
紹
介
し
た
、
元
Ｂ
29
搭
乗
員

海軍航空隊の友を囲んで　1943年8月　横浜の空襲と戦災関連資料
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マ
ー
テ
ィ
ン
氏
の
資
料
で
あ
る
。

こ
の
資
料
に
関
蓮
し
て
、
昨
年
来
様
々
な

調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
と

同
じ
第
五
〇
四
爆
撃
群
に
所
属
し
、
横
浜
空

襲
の
際
に
撃
墜
さ
れ
た
搭
乗
員
の
一
人
ブ
ル

ー
ス
・
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ス
氏
が
、一
九
九
六（
平

成
八
）
年
に
来
日
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
の
際
、
横
浜
に
も
立
ち
寄
り
、
彼
ら

の
部
隊
が
目
標
と
し
た
東
神
奈
川
駅
で
空
襲

に
遭
遇
し
た
小
野
静
枝
氏
と
対
面
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
の
模
様
は
、『
有
鄰
』
第
三
四

六
号（
有
隣
堂
、
一
九
九
六
年
九
月
一
〇
日
）

に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
搭
乗
機
は
横

浜
上
空
で
エ
ン
ジ
ン
に
高
射
砲
が
直
撃
、
帰

路
の
コ
ー
ス
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
房
総

半
島
に
向
か
い
、
千
葉
県
大
多
喜
町
に
墜
落

し
た
。
搭
乗
員
全
員
が
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で

脱
出
し
た
。
山
中
に
落
下
し
た
ヤ
ン
グ
ク
ラ

ス
氏
は
、
一
人
徒
歩
で
人
里
に
向
か
い
、
地

元
の
農
民
に
出
会
っ
て
保
護
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
警
官
に
拘
束
さ
れ
て
、
大
船
の
捕
虜
収

容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。

脱
出
か
ら
保
護
に
至
る
経
緯
を
淡
々
と
語

っ
た
後
、
質
問
者
か
ら
女
性
や
子
ど
も
な
ど

空
襲
被
害
者
の
悲
惨
な
状
況
に
つ
い
て
感
想

を
求
め
ら
れ
る
と
、
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ス
氏
は
急

に
嗚
咽
し
、「
爆
撃
を
す
れ
ば
、
…
当
然
犠

牲
者
が
出
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
、

そ
れ
が
戦
争
と
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
地
獄
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
語
っ
た
。
同
席
し
て
い
た

夫
人
も
、「
彼
は
農
場
で
育

っ
た
、
普
通
の
市
民
で
し

た
。」
と
、
当
時
二
一
歳
の

純
朴
な
若
者
だ
っ
た
夫
を
思

い
や
る
言
葉
を
か
け
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ク
ラ
ス
氏
は
、
一

七
回
目
の
出
撃
で
撃
墜
さ
れ
、

命
を
失
い
か
け
た
。
当
時
、

Ｂ
29
の
搭
乗
員
は
、
三
五
回

（
三
〇
回
の
と
き
も
あ
っ

た
）
の
出
撃
を
終
え
る
と
除

隊
さ
れ
、
本
国
帰
還
が
許
さ

れ
た
。
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ス
氏
は

そ
の
ち
ょ
う
ど
折
り
返
し
点

で
墜
落
し
た
わ
け
だ
が
、
中

に
は
初
出
撃
で
墜
落
し
死
亡

し
て
い
る
例
も
あ
る
。

戦
争
の
現
実
の
両
面

確
か
に
、
撃
墜
さ
れ
た
Ｂ
29
の
数
は
限
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
爆
撃
の
際
に
三

〇
〇
機
以
上
が
墜
落
し
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
り
、
し
か
も
脱
出
し
て
保
護
、
な
い
し
は

捕
ら
え
ら
れ
た
Ｂ
29
搭
乗
員
に
は
厳
し
い
現

実
が
待
っ
て
い
た
。
当
時
の
日
本
で
は
、
Ｂ

29
の
搭
乗
員
は
捕
虜
で
は
な
く
、
無
差
別
爆

撃
を
行
っ
た
戦
争
犯
罪
人
で
あ
る
と
い
う
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

裁
判
も
な
く
処
刑
さ
れ
た
り
、
虐
待
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

ヤ
ン
グ
ク
ラ
ス
氏
ら
の
場
合
は
、
ク
ル
ー

一
一
人
全
員
が
戦
後
無
事
に
帰
国
を
果
た
し

た
幸
運
な
例
で
あ
っ
た
。
同
氏
の
来
日
の
目

的
に
は
、
保
護
さ
れ
た
地
元
の
人
々
と
の
交

流
と
共
に
、
処
刑
さ
れ
た
戦
友
の
慰
霊
碑
を

訪
問
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ス
氏
も
、
実
際
に
自

分
が
行
っ
た
爆
撃
を
受
け
た
小
野
静
枝
氏
を

前
に
、
感
情
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ス
氏
に
対

し
て
小
野
静
枝
氏
は
、「
こ
う
し
て
お
会
い

で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。」、「
ブ

ル
ー
ス
さ
ん
も
、
数
か
月
の
間
に
一
七
回
も

出
撃
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
間
違
え
ば
命
は
な

か
っ
た
わ
け
で
、
戦
争
と
は
、
勝
っ
て
も
負

け
て
も
残
酷
で
空
し
く
、
長
く
心
の
底
に
傷

を
残
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
改
め

て
思
い
ま
し
た
。」
と
、
や
さ
し
く
語
り
か

け
て
対
面
を
終
え
て
い
る
。

Ｂ
29
搭
乗
員
の
処
刑
や
虐
待
に
対
し
て
は
、

戦
後
Ｂ
Ｃ
級
裁
判
で
厳
し
く
裁
か
れ
た
。
一

方
、
Ｂ
29
に
よ
る
空
襲
で
亡
く
な
り
、
ま
た

未
だ
に
癒
え
ぬ
傷
を
負
っ
た
一
般
市
民
も
大

勢
い
た
。
Ｂ
29
搭
乗
員
の
資
料
は
、
こ
う
し

た
戦
争
の
現
実
の
両
面
を
知
る
上
で
、
象
徴

的
な
資
料
で
あ
っ
た
。

戦
争
体
験
者
の
証
言
は
、
歴
史
資
料
と
し

て
事
実
関
係
を
確
定
す
る
た
め
に
は
関
連
資

料
と
の
照
合
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
回
紹
介
し
た
証
言
は
、
そ
れ
以
上
に
戦
争

の
現
実
の
様
々
な
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
点
に
意
義
が
あ
る
。
戦
争
の
過
酷
な
体
験

を
経
て
、
敗
者
と
勝
者
、
そ
し
て
日
本
と
ア

メ
リ
カ
と
い
う
国
を
超
え
て
生
ま
れ
た
交
流

の
中
に
、
歴
史
の
教
訓
と
し
て
学
ぶ
べ
き
戦

争
の
現
実
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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空
襲
や
戦
争
を
体
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さ
れ
た
方
の
証
言
を
集
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
の
手
紙
・
葉
書
・
日
記
や

写
真
な
ど
の
資
料
も
探
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
横
浜
市
史
資
料
室
ま
で
ご

一
報
く
だ
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い
。
連
絡
先
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〇
四
五
―

二
五
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三
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す
。
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